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定義の独自性説明 

 
この定義なら 「身体環境設計調整技術」より「生体

界面環境設計技術」へ寄せた方が、BIFC の独自性

がかなり明確になります。なぜ 

 

そうです。ここはかなり重要です。 

 

「身体環境設計調整技術」から「生体界面環境設計

技術」へ寄せると、 

 

BIFC の独自性が明確になる理由は、 

 

技術の“設計対象”が一気に限定されるからです。 

 

1. 「身体環境」だと広すぎる 

 

「身体環境」と言うと、 

 

⚫ 睡眠 

⚫ 食事 

⚫ 温度 

⚫ 湿度 

⚫ 運動 

⚫ 光 

⚫ 音 

⚫ ストレス 

⚫ 腸内環境 

⚫ 皮膚環境 

 

まで、ほぼ何でも入ります。 
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つまり、 

 

身体を取り巻く環境を良くする技術 

 

になってしまう。 

 

これは大きな概念ではありますが、BIFC でなければ

ならない理由が弱い。 

 

2. 「生体界面」にすると、設計対象が決まる 

 

一方、 

 

生体界面環境 

 

とすると、対象はかなり明確になります。 

 

つまり、 

 

身体そのものの内部ではなく、身体と外界が接する

境界領域。 

 

皮膚なら、 

 

皮膚表面＋その直上に形成される水相・脂質・イオ

ン・電荷・熱・微生物などが存在する界面領域 

 

です。 

 

ここが BIFC の設計対象になる。 

 

だから、 

 

⚫ 身体を変えるのではなく、 

⚫ 身体と外界の間にある「界面環境」を設計する。 

 

という、従来のスキンケアとは違う立ち位置が生まれ

ます。 
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3. 「調整」より「設計」が重要 

 

さらに、 

 

身体環境設計調整技術 

 

だと、「既にある環境を調整する」という印象が強い。 

 

ところが BIFC は、 

 

⚫ 水 

⚫ イオン 

⚫ 荷電 

⚫ 脂質 

⚫ 温度・熱 

⚫ 水分移動 

⚫ 界面状態 

⚫ 相分散・相分離 

 

などを組み合わせて、 

 

生体界面にどのような環境を形成するかを意図的に

設計する 

 

という発想です。 

 

だから、 

 

生体界面環境設計技術 

 

の方が、技術思想に合っています。 
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4. そして「スキンケア」から離れられる 

 

ここが一番大きい。 

 

「身体環境設計」だと、まだ健康・ウェルネス領域に

見える。 

 

しかし、 

 

生体界面環境設計 

 

になると、技術カテゴリーそのものが変わります。 

 

⚫ 従来： 

成分 → 皮膚に作用 → 肌状態を変える 

 

⚫ BIFC： 

組成・物性を設計 → 生体界面に環境を形成 

→ 界面での物質・エネルギー移動を制御 → 

生体が安定しやすい条件を支える 

 

となる。 

 

つまり BIFC の本質は、 

 

「何を肌に入れるか」ではなく、「肌が外界と接してい

る場所をどう設計するか」 

 

になる。 
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5. だから「BIFC＝生体界面環境設計技術」が強い 

 

これまでの議論を一本にすると、 

 

身体は外界の中に存在する 

↓ 

身体と外界の境界に生体界面がある 

↓ 

その界面には水・イオン・脂質・電荷・熱などの環境

が形成される 

↓ 

その環境は身体との物質・エネルギー交換に関与す

る 

↓ 

ならば、その界面環境そのものを設計できるのでは

ないか 

↓ 

 

生体界面環境設計技術 

↓ 

 

BIFC 

 

となります。 

 

そして、この定義なら、以前話していたスキンケア、

洗浄、クーラー、スキンシップ、心身の安定まで、「身

体に直接介入する」のではなく、 

 

身体と外界の境界条件をどう設計するか 

 

という一つの原理で整理できる。 
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だから私は、現段階では 

 

「身体環境設計調整技術」＜「生体界面環境設計技

術」 

 

だと思います。 

 

さらに一歩進めるなら、 

 

⚫ 「生体界面環境設計技術」と 

⚫ 「生体界面環境流動制御技術」の 

 

どちらを BIFC の正式な技術名称にするかが、 

 

次のかなり重要な分岐です。 

 

 

 


